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研究成果の概要：地域社会の構造と志向性が「フィルター」となって、独自の方言変容を生じ

る現象について、各地の事例を収集し分析した。方言の体系変化に関与する「フィルター」の

働きを明らかにし、さらに、現在地域社会で活発に行われる方言の活用が、方言変容にどのよ

うに関与するかという観点での考察を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
 方言差は、言語変化に地域差があることに
より生じる。ある言語に方言差があることは、
元は同じ基盤に立つ言語であっても、地域に
よって引き起こされる言語変化が異なる場
合があることを意味する。方言の形成につい
ては、これまで、「方言周圏論」、「方言孤立
変遷論」、「多元的発生論」などによって説明
されてきた。いずれもある言語変化が生じる
か否かに地域差があることにより方言差が
生じるとする点では共通しているが、そうし
た言語変化に地域差が生じるそもそもの要
因については、これまで十分には明らかにさ
れて来ていない。 
 また、「方言周圏論」では、周辺地域は文
化的中心地で生じた言語変化を一律に受容

するものと想定されているが、実際には、伝
播を受容しない地域というものもあり得る。
受容する場合にも、伝播したものを一律に受
け入れるのではなく、独自の再構成によって
変容させる場合もあると考えられる。 
 これまでの方言形成論は、中央からの視点
によって構想されてきた面が強い。本研究は、
言語変化の実際の舞台となる、地域の側の視
点に立ち、分析を行うところに特徴がある。 
 また、現代方言は、自立的な「言語」とし
ての性質を弱め、共通語の一要素として活用
される段階に至っている。地域社会における
方言の活用に関しては、事例収集的な研究は
存在するものの、それを地域の社会特性や志
向性と結びつけて考察するものは多くない。
方言の活用という現象が生じる社会的な背
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景とそれを行う地域社会のあり方を分析す
る点も本研究の特徴である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地域社会の構造的特性（階層
差や都市化の程度、それに伴う生活様式）や
志向性（規範意識、人の気質）を「社会フィ
ルター」と呼び、ある種の言語変化が、この
「社会フィルター」を介して生じると考える。
こうした想定のもと、「社会フィルター」を
介した言語変化の事例を分析することによ
り、方言差が生じるプロセスを明らかにして
いく。 
 さらに、現在、地域社会の中で活発に行わ
れるようになっている方言の活用（「地域性
のインデックス」としての方言使用）が、方
言の変容にどのような影響を生じるかを見
ていく。 
 
３．研究の方法 
(1)方言の体系変化に関与する「社会フィル
ター」に関する調査・分析 
 フィールドワーク及び既存の方言資料（方
言集、方言地図、方言談話資料等）からデー
タを収集し、分析を行う。分析対象とする言
語現象と方言は、以下のものである。 
・「のこと」からコト・トコ類への格助詞化

（東北方言） 
・「とりたて否定形」（シワシナイ相当形式）
の文法化（全国方言） 

・可能表現の体系変化（東北方言） 
・アスペクト表現の体系変化（中部方言） 
・授与動詞の体系変化（九州方言） 
・親族語彙の体系変化（秋田方言） 
 
(2)方言の活用が方言変容に与える影響に関
する調査・分析 
 フィールドワークにより、方言の活用例を
収集し、分析を行う。分析対象とする事例と
地域は、以下のものである。 
・「県民性」言説に用いられる方言性向語彙

（秋田） 
・「ふるさと資源」として活用される方言語

彙（秋田） 
 
４．研究成果 
(1)「のこと」からコト・トコ類への格助詞
化に関与する「社会フィルター」（雑誌論文
(3)） 
 「のこと」からコト・トコ類への格助詞化
の現象は、東北地方の太平洋側の方言で変化
が遅れ、日本海側の方言で変化が進んでいる。
これはすなわち、中央語よりも方言で変化が
進んでいる、ということであり、中央から離
れた地域の方言では標準語から逸脱する変
化が促進されるということを示している。 
 各地方言で現在進行中の文法化現象を対

照させることによって、中央からの距離が方
言差を拡大させるメカニズムを、現代方言に
おいても検証できることを示した。 
 
(2)「とりたて否定形」の文法化に関与する
「社会フィルター」（雑誌論文(2)・学会発表
(3)） 
 「とりたて否定形」（シワシナイ相当形式）
の文法化のプロセスには、次の２つの段階が
見られる。 
(a)「とりたて否定形」の発生 
(b)「とりたて否定形」の単純否定化 
 (a)には、述語要素を助詞ワによってとり
たてる造語法の発達が関わっており、この造
語法をもたない東北・新潟北部・北陸方言で
は、「とりたて否定形」のみならず、断定辞
の否定形であるデワナイ相当形式も用いら
れない。 
 一方、関東から九州にかけての大部分の方
言では、述語要素を助詞ワによってとりたて
る造語法を発達させており、「とりたて否定
形」やデワナイ相当形式が用いられる。特に、
近畿方言では、「とりたて否定形」が単純否
定の意味で用いられるという(b)の現象が生
じており、「とりたて否定形」の文法化がも
っとも進んでいる。 
 「とりたて否定形」の文法化は、地域的に
は文化的中心地の方言で促進され、周辺部の
方言で抑制されている。これは、迂言的な表
現を好み、表現体系をより多様なものに変化
させていく都市社会の志向性と、直接的な表
現を好み、より単純な表現体系を発達させや
すい地方社会の志向性を反映したものとも
言える。 
 一方で、「とりたて否定形」の文法化の地
域差は、より高次の言語体系の地域差によっ
て生み出されたものであることが明らかに
なった。言語の緊密な体系性の中で生じる文
法の変化をとらえるためには、当該の変化に
関わる、より高次の言語内的な要因の働きを
見極めることが重要であると言える。 
 
(3)方言接触地域における方言変容のあり方
（図書(1)） 
 東北方言の可能表現、中部方言のアスペク
ト表現、九州方言の授与動詞は、いずれも２
つの異なる表現体系が接触する状況にある。
そうした方言接触地域において生じる混淆
体系の特徴と、両者の勢力関係（伝播・受容
関係）との関わりを見た結果、勢力の強い方
言の体系が採用され、勢力の弱い方言の言語
形式が改変されて使用される、という現象が
確認された。 
 方言形成のプロセスを明らかにするため
には、伝播方言の動向だけでなく、受容方言
との接触による変容を見ることが有効であ
り、また、それによって方言間の勢力関係を



 

 

読み取ることも可能になる。こうした取り組
みを重ねることによって、これまで軽視され
がちであった、周辺地域における言語変容の
メカニズムを明らかにすることが可能にな
ると思われる。 
 
(4)親族語彙の体系変化に関与する「社会フ
ィルター」（図書(4)） 
 親族語彙の表す親族関係は、「親子関係」
「キョーダイ（兄弟姉妹）関係」「婚姻関係」
の３つの関係の組み合わせから規定される。
日本語（標準語）の親族語彙を見ると、「親
子関係」と「キョーダイ関係」を表す男性親
族語と女性親族語には形態的な対称性が認
められるが、秋田方言の男性親族語と女性親
族語には、以下のような非対称的な体系変化
の現象が見られる。 
(a)同じ家で用いられる「祖父／祖母」「父／
母」を表す語では、男性親族語の方が女性親
族語よりも格式が高いとされる語形（敬意度
の高い形態素を含む語形）が用いられる傾向
がある。 
(b)〈東日本型〉の「キョーダイ関係」を表
す語彙体系のうち、次子以下の女子を表すオ
バ類の語が使われなくなる傾向がある。 
 (a)(b)はともに、「家」の中心である家長
（とその候補者）を優遇することから生じた
現象であると考えられる。親族語彙のような
社会のあり方を反映しやすい言語項目を見
ることによって、言語変化のプロセスを、よ
り詳細に観察することが可能になるという
ことを示した。 
 
(5)「県民性」言説に見られる方言性向語彙
の活用と方言変容（雑誌論文(1)） 
 2007 年７月に秋田県は「秋田人“変身”プ
ロジェクト」をたちあげた。そこでは、秋田
人の「県民性」について、「まじめ」「穏やか」
「温かい」という〈長所〉とともに、「ひや
みこぎ（怠け者）」「挑戦力が少ない」「ええ
ふりこぎ（見栄っ張り）」という〈短所〉を
あげ、「良いところは伸ばし、変えるところ
は変えていこう」と呼びかけている。 
 秋田では「県民性」によって地域の社会事
象を説明するという語りのパターンが、すで
に定着したものとなっており、「秋田人“変
身”プロジェクト」は、そうした土壌の上に
成立したものと言える。 
 ところで、秋田で語られる「県民性」言説
を観察していると、「まじめ」「穏やか」「温
かい」「誠実」「勤勉」といった〈長所〉とさ
れる性向は共通語形で示されるのに対して、
〈短所〉とされる性向に関しては「ええふり
こぎ」や「ひやみこぎ」といった方言形が使
用される傾向があることに気づく。こうした
「県民性」を象徴的に示す方言性向語彙の代
表的なものとしては、「津軽のじょっぱり」

「土佐のいごっそう」「肥後もっこす」「沖縄
のてーげー主義」などがあるが、「秋田のえ
えふりこぎ（もしくはひやみこぎ）」は、こ
れらに比べて県外での認知度は決して高い
ものとは言えない。つまり、「ええふりこぎ」
や「ひやみこぎ」は、秋田人が自らに対して
言及する「県民性」言説の中で特に使用され
るものだということになる。 
 「秋田人“変身”プロジェクト」では、最
終報告で、子ども、家庭、男、リーダーに「変
身」を求める「４つの提案」を行った。こう
した提案を「県民性」と結びつけて語ること
の効果としては、「県民性」という仮想の集
団的性向を設定することによる、「当事者」
意識の醸成、ということがあるだろう。上記
の「４つの提案」を、「秋田の活性化のため
の提言」として示しただけでは、どこでも成
立し得る課題であるだけに、県民にとって切
実な問題としては受け止められない。ところ
が、こうした提案が、秋田の「県民性」に起
因する課題である、とされれば、その課題は、
秋田県民にとっての固有の課題、という受け
止め方がなされるようになる。そうした「当
事者」意識を引き出す装置として、「県民性」
言説は機能するのである。 
 「県民性」の〈短所〉を表す語が方言であ
るのは、そうした「当事者」意識をかき立て
るものとして、方言が機能するからである。
この場合、変える必要のない〈長所〉は、共
通語であってもかまわない。変えるべき〈短
所〉を方言で提示することによって、「ひや
みこぎ」「ええふりこぎ」が、自分たちの乗
り越えるべき悪弊であると認識させられる
のである。 
 このような地域住民に向けた方言の活用
は、現代方言の機能を質的に変容させるもの
と言える。方言は、生活言語としての使用を
共通語に譲る一方、「地域性のインデックス」
として「再生」しつつあるとも言える。 
 ただし、地域の社会問題を「県民性」に起
因するものと見なす言説自体は、問題の本質
を問いただす目を曇らせるものでしかない
点には十分に留意する必要がある。 
 
(6)「ふるさと資源」として活用される方言
（学会発表(1)） 
 現在、地域社会で活発に行われる方言の活
用には、地域の「外」に向けたものと「内」
に向けたものがある。前者は観光資源化・商
品化などに見られる方言の活用を指す。後者
は「地域の紐帯」としての方言の活用を言う。 
 地域の固有のことばである方言は、同じ方
言を話す者同士の仲間意識を高め、連帯感を
生み出す働きをもつ。こうした方言の機能を
利用して、「地域アイデンティティ」の形成
につながる方言の活用例が見られる。 
 こうした方言の活用は、方言に対する社会



 

 

的な価値観が変わる中で起きている。本土方
言の多くは、すでに言語としての自律性を失
い、共通語を構成する要素の一部になってし
まった段階にあるが、「方言」に由来するそ
れらの「要素」は、日本語の多様性（日本社
会の多様性）を現代日本人に気づかせる、重
要な要素であると言える。 
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